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「
皆
さ
ん
は
、
何
で
生
徒
会
役
員
に
立
候
補
し
た

の
で
す
か
？
」

　

守
高
を
よ
く
し
た
い
！
文
化
祭
や
体
育
祭
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
！
学
校
の
た
め
に
何
か
で

き
れ
ば
、
と
考
え
て
決
め
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
苦
手
な
の

で
、
活
動
に
参
加
し
て
変
わ
り
た
い
と
思
っ
た
ん

で
す
。

　

高
校
に
入
っ
て
、
何
か
大
き
い
こ
と
を
し
た
い

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

議
員
さ
ん
っ
て
い
つ
も
何
し
て
る
ん
で
す
か
？

休
日
は
あ
る
の
？

特

市議会

守谷高校生徒会

集

　「地元が好き！守谷は便利で
暮らしやすいと思います。」と
いう守谷高校の生徒会役員のみ
なさん。
　はじめは硬い表情でしたが、
「議員さんっていつも何してるん
ですか？」と、ストレートな意
見も飛び出し、なごやかな雰囲
気の中、座談会が行われました。

Feature article

「
皆
さ
ん
の
中
に
は
守
谷
市
以
外
か
ら
通
っ
て
い

る
方
も
い
る
ん
で
す
よ
ね
？

守
谷
市
に
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
？
」

　

う
ー
ん
、
都
会
っ
て
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
都
会
過
ぎ
ず
、
田
舎
過
ぎ
な
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
手
段
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
住
み
や
す
い
街
、

特
に
Ｔ
Ｘ
が
開
業
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
と
、ご
み
の
分
別
が
複
雑
に
感
じ
ま
す
（
笑
）。

「
こ
れ
か
ら
守
谷
高
校
を
ど
ん
な
学
校
に
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？
」

　

挨
拶
運
動
を
続
け
て
、
元
気
な
挨
拶
の
あ
る
学

校
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

あ
と
、
守
高
は
部
活
動
が
盛
ん
な
の
で
、
も
っ

と
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

剣
道
部
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
な
ど
は
市
内
の
中

学
校
に
教
え
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
野
球
部
も
頑
張
っ
て
良
い
試
合
を
し
ま

し
た
。
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「
で
は
、
市
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
？
」

　

遠
い
存
在
。
何
を
や
っ
て
い
る
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
で
す
。

　

頭
の
良
い
人
た
ち
が
い
つ
も
議
論
し
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
。

　

議
員
さ
ん
っ
て
、
い
つ
も
何
し
て
る
ん
で
す
か
。

休
日
は
あ
る
の
？

　

年
に
４
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
な
ど
を
審
議

し
て
議
決
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
各
委
員
会
で
調
査
・
研
修
を
行
っ

た
り
、
市
民
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
市
民
の
声
を

施
策
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

曜
日
な
ど
は
あ
ま
り
関
係
な
い
で
す
ね
。

　

手
帳
は
い
つ
も
真
っ
黒
で
す
よ
（
笑
）

「
学
校
を
卒
業
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」

　

地
元
に
住
み
た
い
で
す
。
交
通
の
便
も
よ
く
、

お
店
や
病
院
が
あ
り
、
友
達
も
い
て
安
心
で
き
ま

す
。

　

僕
は
遠
く
に
行
っ
て
み
た
い
な
。
あ
た
ら
し
い

環
境
で
自
分
を
試
し
た
い
で
す
。

「
将
来
、
市
議
会
に
立
候
補
し
た
い
で
す
か
？
」

　

え
っ
考
え
て
な
い
で
す
。

　

私
も
！
（
笑
）
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動
物
が
亡
く
な
っ
た
後
の
飼
い
主

の
責
務
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ま

す
か
。

今
後
施
策
を
実
施
し
て
い
く
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
物
を
譲
り
渡
す
際
に
、
飼
い
主

は
責
任
を
持
っ
て
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

そ
の
対
応
は
。

「
適
正
に
飼
養
す
る
こ
と
の
で
き

る
新
た
な
飼
い
主
を
見
つ
け
る
」

と
い
う
文
言
が
条
文
に
規
定
し
て

あ
り
ま
す
。
条
例
施
行
時
に
は
分

り
や
す
い
解
説
を
作
成
し
て
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

　

動
物
愛
護
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
や
「
人
と
動
物
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。
条
例
で
は
、
市
や

市
民
・
飼
い
主
の
責
務
、
犬
や
猫
の
飼
い
主
の
遵
守
事
項
、
一
時
預
か

り
に
つ
い
て
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
３
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
、
第
１
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
定
例
会
で
は
、
各
種
条
例

の
制
定
や
、
新
年
度
予
算
、
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会

動
物
愛
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

Pick up1質
疑
意
見
な
ど

＊ 

報
告 ･･･････････････

件

1

＊ 

請
願
・
陳
情 ･････････
件

1

＊ 

市
長
提
出
議
案 ･･･････

件

30

＊ 

議
員
提
出
議
案 ･･･････

件

4

＊ 

合
計 ･･･････････････

件

36

こ ん な
こ と

が 決 まま しり た
This was decided

（
議
案
第
５
号　

守
谷
市
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
）

Ｑ

Ｑ

A

A
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や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

規
定
さ
れ
て
い
る
書
類
を
揃
え
な

い
と
い
け
な
い
の
は
、
市
民
に

と
っ
て
負
担
増
に
な
っ
て
し
ま
う
。

申
し
出
を
受
け
た
行
政
が
処
分
や

指
導
を
行
う
た
め
に
は
、
事
実
の

明
示
が
必
要
な
た
め
、
書
類
の
提

出
を
求
め
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。

現
在
行
っ
て
い
る
い
じ
め
へ
の
取

組
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

道
徳
を
中
心
と
し
た
心
の
教
育
や
、

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
・
児
童
生
徒
の

観
察
に
よ
る
声
掛
け
の
実
施
、
心

の
相
談
員
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
配
置
し
、
早
期
発
見
・
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。

い
じ
め
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
の

継
続
的
な
取
組
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
出
書
等
の
提
出
手
続
き
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
手
続
き

過
程
で
は
市
民
の
負
担
を
増
や
す

だ
け
な
の
で
は
。

市
民
が
法
律
違
反
を
し
て
い
る
事

実
を
発
見
し
た
場
合
に
、
行
政
に

対
し
適
正
な
行
政
指
導
を
促
す
こ

と
や
、
行
政
指
導
を
受
け
た
事
業

者
が
、
行
政
に
再
考
を
求
め
る
申

し
出
を
手
続
き
と
し
て
設
け
る
も

の
で
、
あ
る
程
度
の
市
民
負
担
は

い
じ
め
の
重
大
事
態
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

「
い
じ
め
に
よ
り
、
当
該
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、
心
身

又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ

た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
」、「
い
じ
め
に
よ
り
相
当
な
期

間
、
学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
が
該
当
し

ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
に
関
し
て
重
大
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
調
査
等
を
行

う
た
め
、
い
じ
め
問
題
重
大
事
態
調
査
委
員
会
を
、
さ
ら
に
調
査
が
必

要
な
場
合
は
い
じ
め
問
題
重
大
事
態
再
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
速
や

か
な
解
決
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

行
政
手
続
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
の
行

政
機
関
に
対
す
る
法
令
に
違
反
す
る
事
実
の
是
正
の
た
め
の
処
分
や
行

政
手
続
等
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

行
政
指
導
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
に

つ
い
て
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

い
じ
め
問
題
の
調
査
委
員
会
・
再
調

査
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

Pick up

Pick up

2

3

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
８
号　

守
谷
市
い
じ
め
問
題
重
大
事
態
調
査
委
員
会
及
び
守
谷
市
い
じ
め
問
題
重
大
事
態
再
調
査
委
員
会
設
置
条
例
）

（
議
案
第
10
号　

守
谷
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A意見

反対賛成
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保
険
料
の
改
定
に
よ
り
、
近
隣
と

の
比
較
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

県
平
均
は
月
額
約
５
，
２
０
０
円

で
、
守
谷
市
は
月
額
４
，
５
０
８

円
に
な
る
予
定
で
す
。

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
等
事
業
」
と
し
て
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

や
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
の
改
定
と
、サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
取
組
な
ど
、
新
し
い
地
域
支

援
事
業
の
準
備
を
行
え
る
よ
う
に
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

交
付
金
を
活
用
し
て
子
育
て
支
援
事

業
を
行
い
ま
す
。

Pick up5

Pick up4質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
17
号　

平
成
26
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
7
号
）

（
議
案
第
13
号　

守
谷
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

ＱA

国
か
ら
の
交
付
金
の
使
い
道
は
。

子
育
て
支
援
事
業
や
市
の
Ｐ
Ｒ
事

業
な
ど
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

質
疑
意
見
な
ど

ＱA
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委
員
会
と
し
て
、
今
後
も
手
話
を

必
要
と
し
て
い
る
方
な
ど
か
ら
の

要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
事
項
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

大
型
店
で
利
用
で
き
る
金
額
の
変

更
や
、
商
工
会
会
員
以
外
の
事
業

者
が
商
品
券
利
用
店
と
し
て
登
録

で
き
る
こ
と
が
主
な
違
い
で
す
。

市
主
催
の
手
話
講
座
へ
の
参
加
者

人
数
は
何
人
く
ら
い
で
す
か
。

平
成
26
年
度
の
参
加
者
は
10
名
程

度
で
す
。

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
学

校
教
育
の
中
で
学
ぶ
機
会
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
人
達
も
学
ぶ
機
会
を
得
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
を
商
工

会
が
実
施
す
る
理
由
は
。

過
去
3
年
間
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
を
実
施
し
た
実
績
が
あ
る

こ
と
や
、
市
内
商
工
業
者
の
多
く

を
会
員
と
し
て
い
る
た
め
、
商
工

会
に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

過
去
に
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
と
の
違
い
は
。

　

地
域
消
費
喚
起
等
を
目
的
と
し
て
交
付
さ
れ
る
、
国
か
ら
の
「
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
、
守
谷
市
商
工
会
と
協
定

し
て
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。
1
万
2
千
円
分

の
商
品
券
を
1
万
円
と
し
て
、
2
万
セ
ッ
ト
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

手
話
を
言
語
と
し
て
学
び
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を

目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を
国
に
要
望
し
て
ほ
し

い
と
い
う
請
願
で
す
。
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
国
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
し

ま
す
。

Pick up

Pick up

6

7

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
17
号　

平
成
26
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
7
号
）

（
受
理
番
号
第
1
号　

手
話
言
語
法
（
仮
称
）
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
）

ＱＱ

Ｑ

A

A

A

意見

意見

意見
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お金の使い道が決まりました

平成27年度予算案をチェック

一　般　会　計
193 億 6,700 万円

特　別　会　計
国民健康保険

62億 1,182 万 5千円
後期高齢者医療

4億 1,178 万 2千円
介護保険

30億 1,865 万 7千円
介護サービス事業

1,349 万 7千円
農業集落排水事業

3,896 万 2千円

企　業　会　計
水道事業

18億 6,949 万 3千円
公共下水道事業

26億 7,532 万 7千円

会計別予算 一般会計歳出

一般会計歳入

193 億 6,700 万円

96億 9,472 万 3千円

45億 4,482 万円

一 般 会 計 予 算

特別会計予算総額

企 業 会 計 総 額

　平成 27年度の予算案が市長から提案され、３月６日

と９日の２日間にわたり決算予算特別委員会を開催し、

今年度のお金の使い道を審査しました。審査の結果、当

初予算案は全て原案のとおり可決しました。

　予算の内訳は下記のグラフをご覧ください。左ページ

では主な事業をご紹介します。

市税
56.9％

国庫支出金
12.0％

繰入金
8.0％

公債費
8.1％

衛生費
6.3％

土木費
9.1％

民生費
34.9％

教育費
20.3％

総務費
12.0％

県支出金
5.7％

諸収入2.2％
分担金及び負担金1.6％

消防費5.2％

地方消費税交付金4.6％

地方交付税1.0％

議会費1.2％

地方譲与税1.0％

農林水産費1.2％

財産収入1.0％

商工費0.4％

その他3.3％

その他1.3％

市債2.6％
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防犯カメラを増設します

マイナンバーの交付に向けて

今年もやります、住宅リフォーム助成

黒内小学校の校舎を増改築しています

洋式トイレへ改修します

全教室に電子黒板を配備

【防犯対策事業】
　昨年度と合わせて 100 基の防犯カメラを設置し、市民
の安心安全な生活を守るため、犯罪の未然防止に活用しま
す。

【個人番号カード交付事務】
　平成 27 年 10 月から開始される個人番号制度に伴い、
コンビニでの証明書交付など、市民の利便性向上と行政事
務の合理化・効率化を目指します。

【住宅リフォーム資金補助金交付事業】
　市内施工業者で、補助対象となるリフォーム工事を行っ
た場合（工事金額 10 万円以上の場合）、10％の補助金を
交付します。

【黒内小学校校舎増築・改修事業】
　松並地区の児童数増加に伴い、平成 26 年度・平成 27
年度の事業として黒内小学校の校舎を増築・改築していま
す。

【小学校・中学校トイレ改修事業】
　トイレ環境の改善を図るため、学校のトイレを洋式・床
乾式化へ工事を行います。平成27年度は高野小、松ケ丘小、
御所ケ丘中の工事を行います。

【小学校・中学校教育用パソコン事業】
　ICT 教育環境の推進として、無線 LAN の整備や、すべ
ての教室に電子黒板を配置します。
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職員組合の積立金の横領ではあるが、市職員と

してあるまじきこと。内容の説明を。

元執行委員長が組合闘争基金積立金を横領した。

総額は 4,040 万円で、１月 14日に全額組合に

返還されたが、１月16日に懲戒免職処分とした。

数年間にわたって証書が解約されていたのに、

会計監査等でチェックできなかった理由は。

証書が無くなるなど考えられないという「思い

込み」が事態を招いた原因だと思われる。

以前の不祥事で、マニュアルを作って再発防止

に努めていたはずだが、全職員に対する対策は。

再度徹底するとともに、できるだけ現金を持た

ないような仕組みを考える。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

組合としての対策は。

通帳、証書、印鑑を別々に保管し、４役が毎週

交替で金庫の中を確認する。会計監査は必ず証

書を確認する。

ズバリ！ズバリ！
市政を市政を問問う !!う !!

● 市川　和代 議員

１．職員の不祥事問題について
２．市民目線の行政運営について

今回の通告事項緊張感をもって市民
目線の行政運営を！

詳しくは守谷市議会ホームページ・議会録画で！　http://moriya.gijiroku.com/index.asp
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高齢化社会を支える地域包括ケアシステムの全

体像と支援体制について伺う。

高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮らせ

るよう地元の医療施設、介護事業者、自治会、

ボランティア、地域包括支援センター等が、そ

の人の生活支援を連携して行う体制である。今

後は自助と互助が重要となる。

市民から要望の多い未舗装市道の拡幅整備を望

む。現状や改修工事の実績と事業費を伺う。

認定道路の約 22％、108㎞が未舗装。改修要

望は 75件 106路線で、38路線７㎞が着手可能。

総工費は１ｍ 21万円として約 14億８千万円。

毎年約２億円で６～８路線を順次整備している。

守谷市の現在の指定廃棄物保管状況は。

数量は611トン。ドラム缶に入れ、本数が2,773

本。二重の鋼板と土のうで遮蔽した仮保管場所

にシートをかけて保管している。

その一時的な保管方法は長時間でも耐えられる

のか。将来の処理の展望は。

国が責任を持って処理・保管するというのが放

射能に対する考え方。国による管理を望む。

守谷市の発達障がい児への現状や対応は。

守谷市の支援学級は、知的障がい学級、自閉症・

情緒障がい学級、言語障がい学級の３学級。そ

れぞれに対応した生活全般、学習支援を行って

る。

道徳教育の教科化と守谷市の取組について伺う。

守谷型保幼小中高の連携、小中共通教材での合

同授業などにより学ぶ姿勢を深めていく。

行政としての支援は。

教育支援委員会を年４回開き、保護者の意見を

聞き特別支援の学級・学校の情報を提供、相談

を実施。インクルーシブ教育も研究している。

● 川名　敏子 議員

● 山田　美枝子 議員

１．市の道路舗装事業について
２．地域包括ケアシステムの構築
３．道徳教育の取り組み 他２件

１．放射性廃棄物の貯蔵場等について
２．発達障がい児への対応について
３．守谷中央図書館について 他２件

今回の通告事項

今回の通告事項

地域包括ケアシステム
の支援体制について

発達障がい児への対
応について

 

「地域包括ケアシステムの姿」

伊奈特別支援学校（校門付近）

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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守谷市のまち・ひと・しごと創生総合戦略はど

のようになっているのか。アワーズもりや３階

に子育て支援の施設を造る事業や、市のPRに

関する事業の話が聞こえてきているが体系的な

説明を求める。

国の交付金を活用して、平成 26年度で補正予

算を組み、平成 27年度に繰り越して事業を実

施するようにとの国からの非常に性急な要請が

今年の２月にあった。

交付金に一般財源を投入してアワーズもりや３

階に 10月を目標にして児童施設を開設したい。

ただ、アワーズもりや３階が恒久的な使用にな

るかどうかは分からない。守谷駅東口の 1.2 ヘ

守谷市のナンバープレートが付いている車両は

どのくらい納税されているのか。

平成 25 年度は原動機付自転車が約 302 万円

で、小型特殊自動車は約 102 万円であった。

車両にはどのような登録があり、どのようなナ

ンバーを付けなければならないのか。ナンバー

を付ける車両を登録する意味は。

ナンバーは登録した証であり、道路を走る・走

らないに関わらず車両を所有した時点で定置場

（主たる使用場所）の市町村に登録が必要。

定置場が守谷市であるならば、守谷市に登録し

なければならないのではないか。納税の観点か

らも、登録についての広報等が必要では。

守谷市が定置場であるにも関わらず他市のナン

バーが付いている車両については、所有者に対

し守谷市へ登録するよう指導を行っていきたい。

ホームページ等での広報にも努めていきたい。

クタールの活用等を絡めて最終結論を出していきたい。

また、若い世代が居住地として守谷市を選んでくれる

ようなPRをするために交付金を活用したい。

● 梅木　伸治 議員

● 青木　公達 議員

１．平等な税の徴収（市の財布）を

１．まち・ひと・しごと創生法とまちづくり

今回の通告事項

今回の通告事項地方創生交付金で児
童施設開設へ

納税は知る知らない
じゃなく皆平等に

児童施設の開設が検討されているアワーズもりや

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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市内の至る所でミニ開発が進み住宅が建てられ

ているが、ゴミ集積所設置の基準はどうなって

いるのか。

守谷市公共公益施設整備基準があり、10 戸以

上の戸建て住宅及び６戸以上の共同住宅の場合

にゴミ集積所の設置をするという規定がある。

概ね 20戸に１か所３㎡以上という基準である。

最初に数戸を建売りし、次々と分譲している所

を見かけるが、そういう場所は基準外というこ

とで業者への指導ができない状況ということで

理解した。しかし、その場合既存の集積所に負

荷が掛かったり、新たに住み始めた方は集積所

が遠いなどと聞いている。またどの場所にゴミ

まち・ひと・しごと創生法に関する国の動きは、

自治体に対し、とても不親切に見えるが。

同意する。国からは、非常に短い準備期間でプ

レミアム商品券の配布等を求められた。

国の交付金等による地方創生は、市の政策企画

力などを損なう可能性があるのでは。

ないとは言えない。国の補助金等をあてにしな

い、市政運営が大事。

財政を支える市民の税負担は上昇傾向にある。

減税のためサービスを減らすことも必要では。

一度始めた事業をやめるのは非常に労力がいる

が、これからはやっていかなければならない。

働く若者の負担が大きすぎるように感じる。将

を出すのかについては自治会任せで問題解決に

は至っていない。市としてどう解決するのか。

集積所のトラブル等については承知している。

問題解決は、職員も最大限の努力をしていく。

来的にわが国の足腰を弱めかねないのでは。

国民感情として、高齢者に対して手厚くなって

いると感じる部分はあるように思う。

● 高梨　恭子 議員

● 末村　英一郎 議員

１．ゴミ集積所の設置について
２．市内各自治会の補助事業について
３．中学校の部活動のあり方について

１．守谷市における地方創生戦略について
２．協働型のまちづくり推進について

今回の通告事項

今回の通告事項

ゴミ集積所の設置に
ついて

国に頼らない真の地
方創生を！

みずき野（2,000 戸、自治会加入率 93％）「さくらの杜公園」

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ
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市では保育施設をいつ、どれくらい増やすのか。

定員 19 人以下の小規模保育を平成 27・28 年

度に１つずつ、認可保育所を平成 28年度に２

つ新設予定である。

保育施設新設を決めた根拠は。

平成 26 年 10 月１日現在で、認可に入所でき

ない児童 301 名のうち、認証保育園は 157 名

利用で今後も増加が見込まれる。また、ニーズ

調査や、幼稚園の幼保連携の動向、将来の未就

学人口の減少を見据えた結果、２園新設する。

母子健康手帳受取時に、保育需要等の意向調査

を行い、更に実情に沿った保育ニーズを把握し

て施設建設や保育可能人数の目安にしては。

教育行政の責任体制は、明確化されたのか。

現行の教育委員長と教育長を一本化した教育長

が常勤特別職として設置され、教育委員会を代

表する。教育長を教育委員会の主宰者・代表者

とすることで、責任体制が明確化される。

教育長の任期が３年とされたのはなぜか。

市長の任期４年より１年短くすることで、首長

の任期中に教育長を任命できる。教育委員よ

りも任期を短くすることで、教育委員による

チェック機能と議会同意によるチェック機能を

強化できること。また、計画性を持って一定の

仕事をやり遂げるためには、３年は最低必要で

ある。

総合教育会議の趣旨と位置付けを伺う。

首長と教育委員会が相互の連携を図りつつ、よ

り一層民意を反映した教育行政を推進していく

ため設置する。首長と教育委員会という対等な

執行機関同士の協議及び調整の場となる。

家族構成や教育・保育ニーズは、流動的な面も

あるので、必要に応じ調査対象者選定や手法を

検討し実施していきたい。

● 高木　和志 議員

● 関口　有美重 議員

１．教育行政の組織及び運営に関する法改正
２．「まち・ひと・しごと創生法」関連
３．インターネットリテラシー・マナー向上

１．子ども・子育て支援新制度について

今回の通告事項

今回の通告事項潜在的保育ニーズを
把握するには

新年度より施行した
教育行政について

「新制度スタート」

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ
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４月１日から「公共工事の品質確保の促進に関

する法律（品確法）」の一部が改正になり、運

用指針に基づき発注関係事務が運用開始となる

が、趣旨と改正内容を伺う。

建設事業はインフラ等の社会基盤整備の根幹産

業であり、建設業界の衰退は国にとって、大き

な社会問題である。今回の改正は、発注者の責

務として、将来にわたり公共工事の品質確保・

促進、担い手育成・確保のための適正な利潤が

確保できるような予定価格の適正な設定、ダン

ピング受注の防止などが挙げられる。

今回の改正に伴い、発注者である守谷市の対応

を伺う。

４年後の茨城国体において、守谷市ではハンド

ボール競技が行われるが、現在国体に向けて市

ではどのような準備、状況になっているか。

平成 27 年度中に準備委員会の設立、28 年度

の国体推進室開設など、準備体制の具体策が決

定している。

国体の開催に当たり、守谷市として予定されて

いる経費はどのくらいか。

市の経費負担は約 7千万円になる予定である。

消防団の訓練強化として、市有地に適当な場所

がない現状であるが、市役所北側にある職員駐

車場を拡張し舗装整備してはどうか。災害時に

備える消防団であるため検討してほしい。

おおむね対応しているが、一部検討を要する事

項があり、今後検討したいと考える。歩切りの

禁止については、今回の法改正及び指針等を基

本とすることが望ましいと考えている。

過去にも検討したが整備費が掛かる。また、農

地転用も絡んでくるため、拡張舗装整備は、難

しい問題である。

● 寺田　文彦 議員

● 長谷川　信市 議員

１．改正「品確法」について

１．茨城国体について
２．防災について
３．緑の保全、緑化の推進について

今回の通告事項

今回の通告事項

公共工事の品質確保の
促進について

安心、安全に暮らせ
る守谷市を

守谷市消防団ポンプ操法競技大会

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ
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地域での課題について、ICT※情報通信技術の

使用により、市民と行政、市民と市民との間で

課題を共有し、効率的な解決が目指せるのでは。

市民と課題が共有できる ICT システムがあれ

ば、市民が自ら課題を解決しようと、協力者と

しての立場でまちづくりをさらに考えていただ

くメリットが出てくるのではと考えている。

千葉市では市民からのレポート情報をシステム

に一元管理し、課題に対する行政の対応状況を

公開している。取り組みを透明化し、市民の力

が発揮できる課題は市民に任せる協働を進めて

いるが、このようなシステムの導入は。

どのような課題の投稿が想定されるのか、市民

守谷市文化財の保護及び活用の考え方を伺う。

先人が残した市内の優れた文化財を変質から守

り、後世に伝えていきたいと考えている。また、

文化財を活用することにより、保護の大切さを

一層理解していただけるものと考えている。

市の文化財の指定状況はどうか。また、国・県

の守谷市内における登録、指定状況はどうか。

守谷の文化財については、有形文化財が 19件

で、無形文化財は無い。国の登録や指定文化財

は無いが、昨年１月に大円寺の釈迦如来坐像が

県の指定を受けた。

歴史と伝統ある守谷の八坂祇園祭を守谷市無形

文化財に指定する考えは。

無形文化財の指定としての申請があがれば、ま

ず民俗学の専門家にそれなりの評価をいただき、

文化財保護審議会の諮問、答申を経て無形文化

財に指定することになると思う。

にどのような形態で協力していただくか、コスト等を

含め、どれだけメリットがあるのか検討する必要があ

る。課題の共有という点では、運用の仕方はあると考

える。

● 高橋　典久 議員

● 佐藤　剛史 議員

１．守谷市の文化財について

１．ICT活用による行政運営について
２．守谷市観光大使について

今回の通告事項

今回の通告事項ICT 活用による行政
運営について

八坂祇園祭を守谷市
の無形文化財に

八坂神社祇園祭

守谷市での市民協働によるまちづくり（けやき台公園の芝張り作業）

※ ICT：情報・通信に関する技術の総称

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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市内の空き家の数と、特定空き家等となりそう

な空き家の数は把握しているのか。

市内の空き家の実数は把握していない。特定空

き家等もそれほどないと考えている。

特定空き家と認定された場合、固定資産税の住

宅用地特例の適用から外れるが、その対応は。

今後、地方税法が改正された場合、これに準じ

住宅用地特例の措置も見直していきたい。

国のガイドラインに即すために、今後どのよう

に市役所内の関係部課を整えていくのか。

空き家等対策計画の策定や協議会の設置など、

各担当課で策定体制を検討していきたい。

コミュニティサロン事業を公益性のある活動団

指定管理者制度※導入によってどのくらいの経

費削減になるのか。

平成 26 年度の図書館費２億 337 万円のうち

市職員の人件費が 8,575 万円であり、この人

件費が削減可能である。

指定管理者制度に移行した場合、人件費の削減

により図書館サービスの質が低下しないか。

指定管理者は今までのサービスをベースに、優

れた提案を行う事業者が選考される。新たな

サービスも提案させ、今まで以上のサービスの

向上が期待される。

図書館は専門性の高い司書が安定的に配置され

てこそ市民ニーズを的確にとらえることが可能

体等も受けられるようにしてはどうか。

この事業は地域コミュニティを守るための事業

である。今後はその事業が成り立つかどうかを

含め検討していきたい。

だが、指定管理者制度移行により今まで蓄積し

たノウハウが引き継がれない事態にならないか。

図書館が蓄積したノウハウが引き継がれるよう

職員を配置し指導監督を行う。

● 渡辺　秀一 議員

● 髙梨　隆 議員

１．まち・ひと・しごと創生連絡会議について
２．空き家対策特別措置法について
３．市における広告事業収入について

１．図書館の管理運営と学校図書館について
２．郷土愛を育てる施策について

今回の通告事項

今回の通告事項

どうなる？空き家対
策特別措置法

図書館への指定管理
者制度導入について

守谷中央図書館

※指定管理者制度：公の施設の管理運営を民間企業などが行う制度

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ
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補助金交付団体申請件数、内容、監査制度を作

る考えを伺う。

平成26年度は申請件数67件。補助金の検査体

制として補助金審議会を設置し、目的や有効性、

実績評価等を審査している。監査制度新設では

なく、現在の審査体制で今後もやっていきたい。

新教育委員会制度で内容は変わるのか。

今回の教育委員会制度の改革により、独自性は

保たれている。教育委員会の役割として「民意

の反映」があるが、十分遵守されていると思う。

暴力団事務所撤去のこれまでの経過と、報道に

ある１億２千万円の根拠を伺う。

暴力団追放推進協議会ほか関係団体により、駅

前でキャンペーン運動と松葉会会館周辺の監視活動を

行った。金額の根拠は、現在民事裁判が行われており、

その中で弁護士から購入金額として示されたものであ

る。

● 佐藤　弘子 議員

１．補助金、助成金、交付金の検証
２．教育委員会の独自性は保てるか
３．暴力団組事務所撤去対策について 他３件

今回の通告事項

臨時会が開催されました

暴力団組事務所撤去に
ついて問う

Ｑ　

新
制
度
で
守
谷
市
の
負
担
は
ど
の

く
ら
い
増
え
ま
す
か
。

Ａ　

市
の
増
加
分
は
約
２
，
９
０
０
万

円
で
す
。

Ｑ　

利
用
者
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

幼
稚
園
の
場
合
、
利
用
者
負
担
額
は
最
高
で
２
万
円
で
す
。

※
保
育
園
の
場
合
は
所
得
・
子
供
の
年
齢
に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ　

新
制
度
へ
の
移
行
す
る
園
は
何
園
で
す
か
。

Ａ　

移
行
す
る
園
が
４
園
、
移
行
し
な
い
園
が
３
園
で
す
。

平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
る
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
』
に
伴
い
、
子
ど

も
が
教
育
・
保
育
を
受
け
る
時
の
支
給
認
定
や
、
利
用
者
が
負
担
す
る
費

用
を
市
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
額
療
養
費
の
医
療
費
増
加
に
よ
り
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
支
払
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
、補
正
し
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
支
払
準
備
基
金
残
高
は
３
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
利
用
者
負
担
額
が
決
定
し
ま
し
た
。

高
額
療
養
費
の
不
足
に
よ
り
、
基
金
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
1
号　

守
谷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
）

（
議
案
第
2
号　

平
成
26
年
度
守
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
4
号
）

２
月
13
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
関
連
の
条
例

改
正
と
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

市民による監視運動

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

質
疑
意
見
な
ど
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山梨県韮崎市議会の議会運営委員会の皆様，岩手

県花巻市議会の議会改革推進会議の皆様が，当市

議会で実施している議会事業評価やＩＴ化による

会議資料の見直しなどについて，行政視察に訪れ，

担当する委員会の委員で対応しました。

守谷市議会では，毎月第 2火曜日に，茨城県警

察や地域住民の方々とともに，大木にある松葉会

会館の監視運動を行っております。市民の皆様の

安全・安心な生活のために，暴力団排除に取り組

んでまいります。

議会だよりリニューアルにあたって　議長　松丸修久

【本市議会を視察】 【暴力団はいりません！】

　守谷市議会だより「こじゅけい」の発刊に当たり、ご挨拶申し上げます。

　「市議会って何やってるの？市議会って必要なの？」多くの市民の皆様はそう思っている

のでしょう。しかし、実際に守谷市民の皆様の生活にとって身近なサービスを行っているの

は守谷市の行政であり、その内容を審査、決定しているのは守谷市議会です。

　遠い存在であった議会を、市民の皆様にとって身近で、そして必要な存在であるよう多く

の改革を推進してまいりました。SNSによる守谷市議会の情報発信の開始、タブレット端

末の導入などにより、議会も市民の皆様に向けた多くの議会の情報や行政情報を瞬時にお伝えできるようになった

と思います。

　今回、新たな年度を迎えるにあたって、市民の皆様に読みやすい、そして読みたい気持ちになっていただけるよ

うな紙面にするため、今までの「守谷市議会だより」を全面リニューアルいたしました。この守谷市議会だより「こ

じゅけい」が、一人でも多くの市民の皆様が手にとってページをめくっていただけるよう、今後とも「市民と共に

進化し続ける守谷市議会」を目指し情報を発信し続けていきたいと思います。

　議会が市民の皆様にとって、必要不可欠な存在になるよう、なお一層頑張りますので、今後ともご指導賜ります

ようお願いいたします。

議会レポート
Assembly report
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第２回定例会会期日程（予定） ◆ ―愛称「こじゅけい」の由来―

◆ 記事の訂正とお詫び

守谷中学校剣道部　“負けず嫌い”は褒め言葉

部活動インタビュー

※日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

http//www.city.moriya.ibaraki.jp

　守谷中学校剣道部員は、男女合わせて 44人。ほとんどの部員が中学校に入学してから初めて竹

刀を握った。平成 26年の新人戦県大会で３位入賞を果たす。

　「指導と支援のメリハリをつけています。」と顧問の佐藤志津子先生。生徒の為にいいと思うこと

は何でもやり、「“負けず嫌い”は褒め言葉。努力することは立派だよ！」と生徒を励まし続けた。

　「守谷中剣道部とは？」との問いに「守中剣道部は、強い人だけが強いのでなく、一人一人が熱

心に取り組んでいるから強いんです。」そして口ぐちに、「剣道部に入って本当によかった！」と笑

顔で答えてくれた。

　「チョットコイ、チョットコイ」の鳴き声で親しまれている小綬鶏。
藪の中、雛を連れて歩く姿が家族仲良く、一家が繁栄するイメージであ
ることから、市の鳥に指定されています。

　この度、議会だよりを刷新するに当たり、市民と共に歩む市議会にふ
さわしい愛称として「こじゅけい」に致しました。ご愛読いただけるよ
う頑張ります。　　　　　　　　　　　　　　　　広報特別委員会一同

議会だより№ 169 号の以下のページにおいて一部誤りがありましたの
で、ここにお詫びして訂正いたします。
P4総務常任委員会審査結果（表）　
議員提出議案第 16号　
誤：賛成少数　原案可決　⇒　正：賛成少数　原案否決

P5都市経済常任委員会審査結果（表）　
議案第 82号、86号、87号　
誤：全員賛成　原案可決　⇒　正：賛成多数　原案可決

P6文教福祉常任委員会審査結果（表）　
議案第 82号、83号、84号、85号
誤：全員賛成　原案可決　⇒　正：賛成多数　原案可決
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